
方

一 、
は

が

し

き

号
口

方一一-一百一回
研
究の
動
向を
ど
う
把
握
す
る
か
は 、
も
ち
ろん
個
人
に
よ
り
違い
が

あ
る 。
と
れ
ま
での
当
誌の
展
望
号を
み
て
も 、
執
筆
者
K
よっ
て
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴の
あ
る
展
望が
な
さ
れ
て
い
る 。
情
報
収
集の
広
狭と
偏
差 、
業
績
に

対
す
る
理
解の
深
浅
に 、
は
な
は
だ
し
い
違い
が
な
くて
も 、
あ
る
論
文を
研

究
会
体の
流れの
中で
ど
う
位
置づ
け
る
か
と
い
う
評
価に
個
人
差
が
あ
る
以

上 、
そ
れ
は
当
然の
帰
結で
あ
る 。
以
下
に
述べ
るの
も 、
また 、
ま
さ
に
私

見に
過
ぎ
な
い 。

記
述の
順
序は
先
遂の
方
法
を
参
考
に
し 、

次の
要
領で
扱
う乙
と
に
す

スv 。O
研
究
会・
共
同
研
究な
ど
方
言
研
究
会な
ど
の
業
績
を
中
心
に
し
た

が 、
口
頭
発
表は
原
則と
し
て
採
り上
げな
かっ
た 。

O一
般
的
研
究
方
言
研
究の
目
的・
課
題・
態
度・
観
点・
方
法な
ど
を

特
に
主
題
と
し
て
い
る
もの
や 、
一
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
日
本語
方
言
全
体
を

広
く

対
象
と
し
て
考
察し
た
もの
を
採
り上
げ
る 。
一
地
域
を
対
象と
し
て
い

る
もの
で
も 、
音
韻・
文
法・
語
奨な
どの
記
述
に
と
ど
ま
ら

ず 、
区
画・
歴

方

飯

毅

豊

史・
分
布・
対
比な
ど
さ
ま
ざ
まの
観
点か
ら
概
観し
て
い
る
もの
もζ
乙
で

取
り
扱
うと
と
に
す
る 。

O
記
述
的
研
究
各
地
方
言の
構造の
記
述を
中心
にし
て
い
る
研
究
を
扱

・っ。O
対
比
的
研
究・
区
画
論
地
域
に
よ
る
遠
い
を
問
題
にし
た
研
究を
扱

う 。
ζ
の
研
究の一
部
分
を
構
成し
て
い
る
もの
も
扱
う 。

O
比
較
的
研
究
比
較し
て 、
その
歴
史を
探
ろ
うと
し
た
研
究を
扱
う 。

O
言
語
地
理
学
的
研
究
地
域
的
分
布に
基づ
き 、
そ
の
歴
史を
探
ろ
うと

す
る
研
究を
扱
う 。
と
の
研
究の一
部
分を
構
成し
て
い
る
もの
も
扱
う 。

O
言
語
社
会
学
的
研
究
言
語
と
言
語
を
規
定
す
る
外
的
条
件との
関
係
を

問
題
に
し
た
もの
を
広
く

採
り
上
げ
る 。
共
通
語
化の
問
題を
含む。

O
文
献
的
研
究
過
去の
方
言
文
献の
研
究
や
文
献
に
よ
り
方
言の
問
題を

明
ら
か
に
し
よ
うと
し
た
研
究。

O
方
言
集な
ど

以
上
九
項
目
に
従っ
て
述べ
る 。
あ
る
論
文が二つ
以上の
項
目
に
また
が

る
もの
も
あ
る
が 、
原
則と
し
て 、
前の
項目
で
採
り
上
げた
もの
は
後
に
再

び
述べ
る乙
と
を
し
な
い。
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二 、
研
究
会・
共
同
研
究
な
ど

日
本
方
言
研
究
会は
着
実な
歩
みを
進
め 、
次の
よ
うに
四
回の
研
究
発
表

会を
持っ
た 。
第m
回日
昭必
年5
月却
日・
学
習
院
大
学・
発
表三
お
よ
び

討
論
会。
第口
回H
昭KW
年刊
月お
日・
島
根
大
学・
発
表
五。
第ロ
回H
昭

必
年5
月幻
日・
関
西
外
国
語
大
学・
発
表
七。
第日
回目
昭MW
年m
月間以

日・
山
形
大
学・
発
表
五。
『
発
表
原
稿
集』
に
発
表
内
符が
十
分
に
記
述し

尽
さ
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る 。
『
第日
回
発
表
原
稿
集』
か
ら 、
G・
ハ
ル
ド

の
『
言
語
地
理
学の
た
め
に
ーーその

業
績・
方
法・
展
望』
が 、
柴
回・
グ

ロ
l

タl
ス
両
氏の
共訳
に
よ
り
連
載
さ
れ
るこ
と
に
なっ
た 。
乙
の
会は
正

式な
会
員を
持っ
て
い
な
い
が 、
同
好
の
士
に
は
誰に
で
も
連
絡し
て
くれ

る 。
その
発
展は
な
お 、
今
後
に
期
待さ
れ
る 。

九
学
会
連
合の
利根
川
流
域
調
査の
成
果は
前
年
度に
ひ
き
続
き
『
人
類
科

学包』
(昭
6・
3)
に
報
告
さ
れ
た
ほ
か 、
『
利
根
川
||自然・

文化・
社会』

(
弘
文
堂 、
昭MW・
3)
が
刊
行さ
れ
た 。
言
語
関
係で
は
前
者に
加
藤正
信・

井
上
史
雄
が
音
韻につ
い
て
の
報
告を
し
て
い
る 。
後
者に
は 、
ア
クセ
ン
ト

H
秋
永一
校・
佐
藤
亮一
・

金
井
英
雄 、
文
法H
飯
豊
毅一
・

大
橋
勝
男 、
語

奨
H

井
上
史
雄・
加
藤正
信・一角
悶
誠・
徳
川
宗
賢 、
言
語
生
活H
芳
賀
緩・

野
林正
路が
報
告し
た 。
関
東
地
方の
方
言の
状
態は
意
外
に
不
分
明な
点が

多
かっ
た
が 、
乙
の
調
査
は
か
な
りの
ζ
とを
明ら
か
にし
た 。
九
学
会
連
合

が
続い
て
採
択
し
た
課
題
「
沖
縄」
につ
い
て 、
上
村
幸
雄・
外
間
守
養
両
氏

の
報
告が
『
人
類科
学お』
(昭必・
3)
に
あ
る 。
また
「
琉
球
方
言
研
究

文
献
目
録」
(
柴
田・
外
聞・
中
本
編)
が
『
沖
縄
研
究
文
献・
資
料
目
録
抄』

第一
分
間
(
非
売
品 、
昭必・
3)
に
収め
ら
れ
て
い
る 。

国立
国語
研
究
所の
『日
本
言
語
地
図』
第
四
巻
(大
蔵
省
印
刷
局 、
昭

必-
6)
が
刊
行さ
れ
た 。
名
詞に
関
す
る
項
目の
う
ち 、
家
屋・
道
具・
穀

物・
野
菜な
ど 、
つ
ま
り
衣・
食・
住の
生
活に
関
す
る
もの
が
収
録
さ
れ
て

い
る 。
各
図につ
い
て 、
徳
川
宗
賢・
本堂
寛・
佐
藤
亮一
・

高
田
誠
各
氏
執

筆の
解
説が
あ
る 。
多
くの
地
方
研
究
員の
協
力を
得て
遂
行さ
れ
た
調
査の

結
果
は 、
地
方
言
語
研
究
室の
慎
重
かつ
綿
密な
配
慮の
もと
に
き
わ
めて
水

準の
高い
言
語
地
図を
送
り
出し 、
方
言
研
究
界に
強い
影
響を
及ぼ
し
て
い

る 。
ζ
の
言
語
地
図によ
る
研
究
やζ
の
調
査
項
目を
見
出し
にし
た
各
地
方

言
集な
ど
も
ぽつ
ぽつ
現わ
れ
て
い
る 。

国立
国語
研
究
所で
は 、
そ
の
他に
も
地
方
研
究
員の
協
力の
もと
に
「
全

国
方
言
文
法の
対
比
的
研
究」
を
行なっ
て
い
て 、
話し乙
と
ば
研
究
室
(上

村
幸
雄
室
長)
で
その
結
果
が
整
理
さ
れ
つ
つ
あ
るこ
と
が
同
研
究
所
年
報

却・
幻
に
報
告さ
れ
て
い
る 。

都
立
大
学
方
言
学
会も 、
順
調にと
の
聞に
十一
回の
研
究
会を
開き 、
会

報
もM
lm制口すが

出
さ
れ
て
い
る 。
平
山
輝
男
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『
方
言

研
究の
問
題
点』(
明
治
書
院 、
昭
MW・
8)
は
千
ペ
ージ

を
越
す
大
著で 、

次の
四二
名の
論
文が
あ
る 。
川
本
栄一
郎・
都竹
通
年
雄・
春日
正
三・
中

本正
智・
清
水
郁
子・
前
川
秀
雄・
下
村
泰
子・
川
上
奏・
木
野
田れい
子・

中
条
修・
鎌
田
良二・
加
藤
信昭・
野
林正
路・
内
閣
直
仁・
野
原三
義・
大

島一
郎・
日
野
資
純・
坂
本
宏・
古
瀬
順一
・

植
村
雄
太
朗・
生
塩
睦
子・
加

藤
貞
子・
稲
垣
滋
子・
鏡
味
明
克・
馬
瀬
良
雄-
W・
A-
グロ
l

タl
ス・

笠
原
康
子・
市
井
外
喜
子・
渡
辺
富
美
雄・
古
田
東
朔・
後
藤和
彦・
迫
野
度

徳・
築
島裕・
大
友
信一
・

林
田
明・
飛
田
良
文・
前
田
富
棋・
小
林
芳
規・

村
武
精一
・

野
口
武
徳・
比
嘉
政
夫・
鎌
田
久
子。
一
々
の
論
文につ
い
て
言

及
す
る
ゆ
と
りが
な
い 。
あ
るい
は
未
開
拓の
分野に
斧を
入
れ 、
あ
るい
は

手
堅
く
事
実を
報
告し 、
あ
るい
は
鋭
く
問
題を
え
ぐ
り 、
あ
るい
は
精
殺
な
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方

論を
展
開し 、
あ
る
い
は
新し
い
観
点か
ら
幅と
深
み
を
加え
た。
そ
れ
ぞ
れ

に
興
味
深く
心
楽し
い
論
文で
あ
る 。
玉
石
混
交の
論
文
集と
称
すべ
きで
は

な
く 、
個
性
豊
か
な
論
文
集と
称
すべ
き
で
あ
ろ
う 。

法
政
大
学
言
語
社
会
学
講
座で
は 、
野
林
正
路
氏の
指
導
の
も
と
に
房
総

南
端
地
域の
調
査
を
行な
い 、
そ
の
結
果
『
一房一
総
南
端
地
域
の
言
語
と
社
会

|言語地理学的研究
||』

(人
文
科
学
研
究
室 、
昭必・
8)
が
刊
行さ
れ
た 。

初め
て
の
調
査で
あ
る
だ
け
に 、
将
来
に
期
待
し
た
い 。
巻
末の
野
林
氏の

「
言
語
地
理
学へ
の
期
待」
に
は 、
意
欲
的な
構
想が
述べ
ら
れ
て
い
る。

山
形
県
方
言
研
究
会で
は
『
山
形
県
方
言
辞
典』
(同
研
究
会 、
昭
6・
1)

の
大
著を
世に
送っ
た 。
文
献
資
料の
ほ
か
に
臨
地
調
査の
資
料
を
加え
約二

万語
が
載っ
て
い
る 。
巻
末
に
山
形
県
方
言
概
説
を 、
矢
作・
斉
藤・
後
藤・

佐
藤・
渡
辺の
各
氏が
分
担
執
筆し
て
い
る
ほ
か
地
図日
葉が
あ
る 。
『
国
語

学』
邸 、
『
言
語
生
活』
二
二
五・
二
三
六
に
紹
介
が
あ
る 。
破
産な
し
と
し

な
い
が 、
そ
れ
よ
りは
古き
方
言が
姿を
消そ
うと
し
て
い
る
現
在 、
と
の
よ

うに
精
密な
方
言
辞
典
が
世に
残さ
れ
た
と
と
に
拍
手し
た
い。
今は一
地
点

で
も
多
くの
地
域の
資
料を
採
録
す
る乙
と
が
大
事で
あ
ろ
う 。
な
お 、
ζ
の

研
究
会の
機
関
誌
『
山
形
方
言』
9
(昭
必・
9)
は
「
山
形
県
方
言
辞
典の

編
集」
を
特集し
た 。

新
潟
大
学
教
育
学
部
国語
研
究
室
方
言
研
究
会は
大
橋
勝
男
氏の
指
導の
も

と
に 、
佐
渡の
鷲
崎
方
言の
調
査
を
実
施し 、
そ
の
結
果が
同
会の
『
方
言の

研
究』
第2
号
|1

(昭必・
3)
に
杉
村
孝
夫
氏
以
下七
名
に
よ
り
報
告さ

れ
た 。
二
百ペ
ージ

を
越
す
労
作で
あ
る 。
その
他 、
第2
号
|2

と
あ
わせ

て
大
橋
氏
以
下
十一
篇の
論
文が
あ
る 。
また 、
同
じ
く
佐
渡の
小
木
町
に
お

け
る
親
族
呼
称
語
商品の
調
査
結
果
は
『
方
言の
研
究』
第3
号
|2

に
大
橋
氏

以
下
回
氏
に
よっ
て
報
告さ
れ
た 。
家
族
内の
構
成
員の
位
置と
呼
称と
の
関

係が
具
体
例
に
よっ
て
示さ
れ
て
い
る 。
同
第3
号
ーー

に
は
山
田
洋
子
氏
以

下
十二
氏の
論
文
が
収
録さ
れ
て
い
る 。
将
来を
期
待させ
る
もの
で
あ
る 。

岡
山
大
学
教
育
学
部
国語
研
究
室
方
言
研
究
会は
鏡
味
明
克
氏の
指
導の
も

と
に
県
内
各地の
調
査
を
実
施し
て
い
る
が 、
その
結
果の一
部が
「
播
備
国

境
言
語
地
図の
再
解
釈」
(
岡
山大
学
教
育
学
部
研
究
集
録鈎)
と
し
て
鏡
味

明
克・
槍
皮
道
弘
両
氏
連
名で
報
告さ
れ
た 。
新た
な
調
査
地
点
を
加
えて
の

解
釈で 、
赤
穂
地
区の
役
割
りの
重
大
さ
を
指
摘し
て
い
る 。

尾
道
短
期
大
学
園
文
研
究
室
国語
学ゼ
ミ
ナ
ール

で
は
江
端
義
夫
氏の
指
導

の
も
と
に 、
広
島
県
御
調
郡
向
島
町の
待
遇
表
現 、
お
よ
び
山口
県
大
島の
文

末
部
表
現な
ど
を
調
査し 、
そ
の
結
果を
『
国
語
学の
世
界』
創
刊
号に
報
告

し
た 。
同
号に
は
江
端
氏の
報
告
も
あ
る 。

広
島
大
学
方
言
研
究
会の
『
方
言
研
究
年
報』
日-
U
巻
合
併
号は
瀬
戸
内

海の
愛
媛
県
伯
方
島の
語
ア
ク
セン
トの

調
査
成
果の
報
告で
あ
り 、
同
時
に

会
員
岡
田
統
夫
氏
追
悼の
窓
を
表
し
た 。
藤
原
奥一
氏
以
下
十
名の
協
同
調

査。
一
島
四
O
O人
につ
い
て 、一
音
節
名
詞か
ら
四
音
節
動
詞・
形
容
詞
まで

四
五一一語につ
い
て
の
結
果の
資
料が一
覧
表
にし
て
示さ
れ 、
愛
宕八
郎
康

隆
氏
以
下七
名が
そ
れ
ぞ
れ
に
推
論を
加え
て
い
る 。
巻
末に
藤
原
奥一
氏の

「
方一一=ロ

H語
ア
ク
セ
ン
トH

調
査の
問
題と
方
法」
が
あ
り 、
根
本
的な
問
題

や
調
査
法
につ
い
て 、
フ
ィ
ール
ド
ワ
lカ
!

とし
て
自
ら
を
きび
し
く
律し

てこ
ら
れ
た
体
験
に
基づ
く

示
唆に
富
む
論
文が
あ
る 。
同日
巻
は
「
土
井
忠

生
先
生
古
稀
御
健
寿
祝
賀
特輯」
で
あ
る 。
個々
の
論
文
につ
い
て
は
後
述 。

同
じ
くH
巻
は
特
集
「『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻』
へ
の
歩み」
で
あ
る 。
同
図

巻の
完
成を
目
ざし
て
の
作
業の
中で
と
ら
え
た
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告し

た 。
佐
藤
虎
男
(
音
声
「
長い」) 、
瀬
戸口
俊
治
(
表
現
法
「
降っ
て
い
る」)

岡
田
統
夫・
岡
野
信
子
(語
詞
「
布・
綿
な
どの
焼
け
る
に
お
い」)
は
老・
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少の
分
布
図を
比
較し 、
あ
るい
は
関
連
図を
対
比
させ 、
イン
フォ
17
ン
ト

よ
り
得た
他の
情
報
を
参
考に
し 、
必
要に
応
じ
て
さ
ま
ざ
まの
他の
背
景
を

引
用しつ
つ 、
歴
史
を
明
ら
か
にし 、
将
来の
展
望
を
試み
た 。
江
端
義
夫
氏は

mv・
mrにつ
い
て
老・
少の
分
布
図花
葉
を
対
比
さ
せ
て 、
そ
乙
に
変遷の
類

型
が
あ
る乙
と
を
述べ
た 。
井
野
勝
洋・
江
端
会
子・
原
田
真
由
美の
諸
氏は
地

図
作
製の
具
体
的
プロ
セ
ス
につ
い
て
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻』
に
ど
の
よ
う

な
精
神と
用
意と
が
あ
る
か
を
示し
た 。
巻
末の
藤
原
奥一
氏の
「
方
言
研
究

の
地
理
学
的
方
法
11第4団地中

海言語研究国際会議の経験にかえりみつつ
||」

に

は
ヨ
ーロ
ッパ

の
言
語
地
理
学の
位
置づ
けと
批
判が
あ
る 。
人
間の
言
語
上

の
生
態の
理
解
|

把
握を
ね
ら
う
言
語
地
理
学
研
究を
す
す
め
(ζ
れ
は
第4

巻に
も
す
で
に
説
か
れ
て
い
る) 、
ま
た 、
現
代の
言
語
状
態
を
歴
史
的
現
実と

し
て
と
ら
え 、
過
去・
現
在・
未
来を一
体
視す
る
汎
時
論
的
言
語
地
理
学
を

目
ざ
すべ
きと
と
を
説い
て
い
る 。
会
報
はお
lm

号が
出
さ
れ 、
日-
m
号

に
は
各地の
性
向
語
奨の
報
告 、
口
号に
は
隠
岐の
五
箇
地
方の
文
末
詞の
調

査
結
果の
報
告が
あ
る 。

梅
光
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
方
言
研
究
会(
下
関
市)
で
は
岡
野
信
子
氏

が
中心
と
な
り
下
関
市
吉
見
方
言の
調
査
を
実
施し 、
そ
の
結
果の
報
告
『
下

関
市
吉
見
方
言の
諸相』
(
謄
写
刷
り 、
昭必・
3)
が
あ
る 。

琉
球
大
学
方
言
研
究ク
ラ
ブ
で
は
仲
宗
根
政
善
氏
指
導の
もと
に
調
査
を
続

け 、
『
琉
球
方一吉己
日
(昭
必・
7)
に
そ
の
報
告が
あ
る 。
沖
縄
中
部ロ
地

点
に
お
け
る
音
韻・
語
奨の
調
査の
結
果の
報
告で 、
ζ
れ
に
よっ
て
本
島の

北
部
方
言と
南
部
方
言と
の
境
界
線は
東
側
で
屋
嘉と
石
川の
問 、
西
側
で
恩

納と
谷
藤の
間
に
あ
る
ら
し
い
ζ
と
が
わ
かっ
た 。

一

般

的

研

究
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方
言
研
究の
目
的・
態
度・
課
題な
ど
は 、
すべ
て
の
論
文に
陰
に
陽
に
主

張
さ
れ
て
い
ると
み
るべ
きで
あ
る
が 、
特に乙
の
と
と
を
表
面に
出し
て
述

べ
た
もの
に
上
村
幸
雄
氏の
「な
ぜ
方一吉を
研
究
す
る
か」
(教
育
国
語お) 、

徳
川
宗
賢
氏の
「
方
言
研
究
の
展
望」
(
言
語と
文
芸印) 、
藤
原
奥一
氏の

「一言
語
表
現
前と
言
語
表
現
以
後
ll言語研究

方法諭
ーll」

(
国
文学
致計)
が

あ
る 。
研
究
者の
常に
深めて
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
根
本
精
神
に
か
か
わ
る乙
と

で
あ
る 。

佐
藤
亮一
氏の
「ア
クセン
ト

調
査
法
につ
い
て
の一
実
験」
(
国
語
学
研

究羽)
は
調
査
法を
変え
ると
結
果が
異な
る乙
と
を
述べ
た 。
さ
きの
藤
原

氏の
「
方一言

H
語ア
ク
セン
トグ

調
査の
問
題と
方法」
と
も
関
連
す
るこ
と

で
注
目
を
引
く 。
愛
宕八
郎
康
隆
氏
の
つ
音
声
敬語
法d
l|奥能盆珠洲方言の

場合」(
長
崎
大
学
教
育
学部
人
文
科
学
研
究
報
告四)
は 、
音
声の
抑
場・
強

弱・
長
短な
ど
が
敬語
表
現
体
系の
重
要な
位
置を
占め
るこ
と
を
具
体
的に

示し
た 。
大
橋
勝
男
氏の
「
断
訴
法
}|会話の研究を挟然して」
(
国
文
学
孜訂)

は
藤
原
輿一
氏の
考え
を
進め
た
もの 。
文と
は
何かの
問
題
に
連な
る 。
瀬

戸
口
俊
治
氏の
「
方
言

グ
文
末
詞d
認
定
に
関
す
る一
考
察」
(
国
文
学
放訂)

は
副
題の
示
すよ
うに
||「

文ア
ク
セン
ト」

法か
らの
規
定
ーーに

よっ
て

(鹿
児
島
県
間
児ヶ
水
方
言の)
文
末
助
詞は
文
末
詞と
し
ての
機
能
が
あ
ると

述べ
た 。
以
上
三
篇は
研
究
対
象を
ど
う
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題で
あ
る 。

国
立
国語
研
究
所の
『
待
遇
表現の
実
態
||総江二四時間調査

資料から』
(秀

英
出
版 、
昭MW・
3)
は
南
不二
男
氏の
担
当
執
筆で
あ
るが 、
八
時
間
分の

録
音
資
料
を
文
字
化し 、
九
九二
二
文
を一
二
四五の
談
話
に
分け
る 。
「談

話」
と
は 、
い
くつ
かの
文の
集
合
体で 、
一
まと
ま
り
を
な
し
て
い
る
会
話



雪""
Eコ

単
位で
あ
る 。
乙
れを
「コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
上
の
機
能」
「乙
と
ばの
調

子」
「
話
題」
の
三つ
の
観
点
か
ら
分
類し 、
そ
乙
に
用い
ら
れ
て
い
る
待
遇

表
現の
種
類との
関係
を
見
ょ
う
と
し
た 。
た
と
え
ば
デス
に
対し
てマ
ス

は 、
改
まっ
た
調子の
と
き 、
あい
さつ
の
機
槌の
と
き 、
き
ま
り
文
句を
い

うと
き
に
多く
使
用
さ
れ
る
と
い
う
具
合で
あ
る 。
また
相
手に
よっ
て
の
途

い
な
ど
も
追
究さ
れ
た 。
新し
い
観
点と
分
析
法と
が
注
目
さ
れ
る 。

柴
田
武
氏の
「語
嚢
研
究の
方
法
と
琉
球
宮
古語
奨」
(
国
語
学前)
は 、

琉
球
宮
古の
平
良
方
言の
親
族
名を
例と
し
て
語
集
研
究の
問
題
点を
指
摘し

研
究の一
方
法を
実
践
的
に
報
告し
た 。
詩
集に
基
底
層と
上
部
層と
が
あ
る

と
と 、
全
語
奨
体
系
に
迫
る
具
体
的
方
法と
し
て 、
部
分
体
系
に
分
けて 、一
部

分
体
系
の
要
素を
余さ
ず
扱
うと
と 、
語
奨
に
は
個
人
差が
あ
る
が 、
一
個
人

の
語
集を
完
全
に
記
述し
尽く
す乙
と
か
ら
出
発
すべ
き乙
と
な
ど
を
説い
た

と
と
が
注
目
さ
れ
る 。

次に
言
語
地
理
学と
文
献
国語
史との
関
係
につ
い
て
い
くつ
かの
注
目
す

べ
き
論
が
あっ
た 。
徳
川
宗
賢
氏の
「
言
語
地
理
学と
言
語
史」
(
文
科
系
学

会
連
合
研
究
論
文
集初)
は
文
献
国
語
史
と
言
語
地
理
学と
の
相
補的
関
係を

ア
ザ・
ホ
クロ
の
日
本
言
語
地
図の
解
釈の
上
か
ら
示そ
うと
し
た 。
福
島
邦

道
氏の
「
黒
子
か
溶
か」
(
方
言
研
究
年
報
日)
は
前
記
徳
川
氏
論
文
お
よ
び

柴
田
武
氏の
「
言
語
地
理
学の
方
法
と
言
語
史の
方
法」
(ζ
と
ばの
研
究
第

2
集)
に
対
す
る
発
言で
あ
り 、
文
献
に
は
方
言
分
布で
は
到
達し
得ぬ
資
料

が
あ
るこ
と
や
文
献
利
用の
限
界な
ど
を
述べ
た
もの 。
同
氏の
「
方
言語
集

研
究
に
対
す
る
語
史の一
寄
与」
(
国
語
学釘)
は
方
言
学
者が
方
言
語
集だ

け
に
た
よっ
て
出
自を
誤っ
た
例を
あ
げ 、
文
献に
徴し
て
は
じめ
て
その
歴

史
が
わ
か
る
場
合の
あ
ると
とを
示
し
た 。
山
田
忠
雄
氏の
「
程
度の
副
詞ハ

ル
パ
ル
の
方
言
性」
(
方
言
研
究
年報
日)
は 、
室
町
末
期にハ
ルパ
ル
は
程

方

度の
副
詞と
し
て
口
頭
語
に
用い
ら
れ
て
い
た
ζ
と
を
「
人
国
記」
の
資
料そ

中心
に
述べ 、
他の
二
三の
語につ
い
て
ふ
れつ
つ 、
文
献を
用い
て
の
生
活

語
研
究つ
ま
り
文
献と
の
総
合的
研
究を
勧め 、
同
時に
方一一言一ロ
研
究
者が
安
易

に
文
献
資
料を
利
用
す
る乙
と
な
く 、
よ
く
検
討
すべ
き乙
と
を
説い
た 。

次に
同
じ
く
歴
史を
取
り
扱っ
て
も
古
代
日
本語の
方
言
に
関し
て
は 、
日

本
語の
源
流に
ふ
れ
る
問
題で 、
文
献だ
けで
は 、
か
た
づ
か
な
い
問
題で
あ

る 。
福
田
良
輔
氏は
「
古
代
日
本
語
と
方一吉田
と
の
成
立
に
関
す
る
若
干の
卑

見」
(
国
語と
国
文
学釘
|江)

で 、
ア
イ
ヌ
人は
南
方
系
で
あ
る
と
い
う
新

説を
採
用し
て 、
東
国
方
言
成立
につ
い
ての
旧
説を
修正
し
た 。

あ
る一
地
域の
方
言につ
い
ての
究
明は
同
時に
方
言一
般に
通
ず
る
もの

を
含
んで
い
ると
と
は
い
う
まで
も
な
い
が 、
特に
日
本
語
方
言
全
体に
関
す

る
問
題と
し
て
取
り
扱っ
た
もの
に
次の
よ
うな
もの
が
あ
る 。
池
本
明
氏の

「
日
本語
方
言
音の
英語
発
音に
及ぼ
す
影
響につ
い
て」
(武
摩
川
女
子
大
学

紀
要路)
は 、
山
形・
岩
手・
東
京・
大
阪・
岡
山の
方
言
語
者の
英語
発
音

に
は
明
ら
か
に
方
言
音の
影
響が
あ
るこ
と
を
述べ
た。
井上
史
雄
氏の
「ハ

ワ
イ
日
系
人の
日
本
語
と
英
語」
(言
語
生
活二
三
六)
も
出
身の
方
言を
問

題
にし
た
もの 。
金
問一
春
彦
氏の
「音
韻
変
化
か
ら
ア
クセ
ン
ト

変
化へ」

(金
田一
博
士
米
寿
記
念
論
文
集 、
三
省
堂 、
昭
MW-
m)
は
古
文
献な
ど
に
よ

り
ア
ク
セ
ン
ト

変
化の
姿・
要
因な
ど
を
採っ
た
もの
で
あ
り 、
同
論
文
集の

平
山
輝
男
氏の
「日
本
語ア
ク
セ
ン
トの

将
来」
は
諸
方
言を
見わた
し
て
ア

ク
セ
ン
ト

変
化の
様
相を
見 、
将
来の
方
向を
展
望し
た
もの
で 、
共に
年
期

の
は
いっ
た
もの 。
堀
井
令以
知
氏の
「
方
言進
化
に
お
け
る
分化と
統一
の

傾
向」
(
愛
知
大
学
綜
合
郷土
研
究
所
紀
要日)
は 、
京
都
語
と
『日
本
言
語

地
図』
に
よ
り 、
方
言
に
は
分化の
傾
向を
示
す
もの
と
統一
の
傾
向を一示
す

もの
と
が
あ
るζ
とを
述べ
た。
同
氏
の
「
形
容
詞の
方
言」
(向
紀
要時)
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は 、
『
全
国
方
言
辞
典』
な
ど
に
よ
り 、
方
言
多義
語 、
形
容
詞の
生
成な
ど
に

つ
い
て
巨
視
的
に
問
題を
説い
た 。
大
橋
勝
男
氏の「地
方
国
語
人の
造
語
力」

(阿
達
義
雄
博
士
退
官
記
念
「国
語
国
文
学・
国
語
教
育
論
叢」
昭必・
6)
は

性
向
語
奨
につ
い
て
従
来の
文
献の
資
料を
整
理
し

考
察し
た 。
大
田
栄
太
郎

氏の
『
方
言
調
査・
研
究・
資
料
目
録
|l主に戦前を顧り見て誠一息記とともに
11』

(
だ
る
ま
や 、
昭必・
4)
は
方
言
関
係の
同
氏の
旧
論
文を
集め
た
もの 。
『
文

研
月
報』
幻
|2

(昭必・
2)
に
は
柴
田
武・
上
村
孝二
両
氏を
中心
に
し

た
シ
ン
ポジ
ウム
の
記
録
「
方
言の
昔と
今 、
その
将
来
を
考
え
る」
が
あ

る 。
松
永
玉
吉
氏
は
『日
本
語』
に
「
方
言
につ
い
て」
を
連
載
し 、
『
国
文

学』
日
|2

に
本堂
寛
氏の
「
地
方と
ζ
と
ば」
が
あ
る 。

次に
各
地
方
言を
概
観し
た
も
の
に
次の
もの
が
あ
る 。
『
ほっ
か
い
ど
う

語
ーーその発生と変遷
||』

(北
海
道
新
聞
社
刊 、
昭必・
6)
は
北
海
道
新
聞

に
連
載
さ
れ
た
もの
で 、
執
筆
は
大
沢
哲
夫
氏。
資
料
提
供は
五
十
嵐
三
郎・

長
谷
川
清
喜・
佐
藤
誠・
石
垣一福
雄・
渡
辺
茂の
各
氏。
こ
れ
まで
の
研
究の

成
果を
要
領よ
く
ま
と
め
た
もの
で
学
的
水
準
も
高い 。
舟
越
芳
男
氏の
「地

域
社
会
に
お
け
る
言
語
現
象につ
い
て
|l渡島半烏南部地区言話の実態調査を通し

て
|l」

(
語
学・
文
学8)
は
小・
中
学
生を
対
象に
し
た
通
信
調
査と
六
地

点の
臨
地
調
査
と
の
結
果を
中
間
報
告
的
に
述べ
た
もの 。
打
矢
義
雄
氏の

『
秋
田の
方
言』
(秋
聞
協同
書
籍 、
昭MW・
8)
は
特
徴的
なこ
と
が
らを
紹

介・
解説し
た
もの 。
単
な
る
記
述
的
報
告で
は
な
く 、

語
源・
歴
史・
分

布・
対
比・
生
活と
の
関
連な
ど
多
くの
観
点
か
ら
説
明し
て
い
る 。
ペ
ージ

数の
せ
い
か
結
論が
は
や
い。
馬
瀬
良
雄
氏の
『
信
州の
方
言』
(
第一
法
規

出
版 、
昭
日目・
7)
は
要
点を
の
が
さ
ず
概
説し
た
もの
で
言
語
地
図が
あ
ざ

や
か
に
活
用
さ
れ
て
い
る 。
入
門
書
と
し
て
出
色で
あ
る 。
寺
田
泰
政
氏の

『
遠
州
方
言の
ア
ク
セ
ン
ト』(

静
岡
県の
方
言3、
美
哉
堂
書
応 、
昭
必-
m)

は
調
査
法・
地
位・
種々
相・
成立・
国
語
教
育な
ど
に
わた
る 。
水
準の
高

い
好
著と
いっ
て
よ
い 。
吉
川
利
明
氏の
『
豊
橋
地
方の
方
言』
第2
分
冊
i

第4
分
冊
(自
家
版 、
昭Kw
tM叩)

は
さ
ま
ざ
ま
な
著
者の
想
が
含
まれ
て
い

る 。
今
後の
研
究の
出
発
点な
の
で
あ
ろ
う 。
最
近の
「
O
O
県の
歴
史」
と

称
す
る
出
版
物
に
は 、
方
言につ
い
て
ふ
れ
て
い
る
もの
も
多
い 。
『
兵
庫
県

の
歴
史』
(
山
川
出
版)
に
和
田
実
氏が 、
兵
庫
県の
方
言をコ
ンパ
クト
に
解

説し
た
の
は
そ
の
例で
あ
る 。
十
河
直
樹
氏の
『ζ
と
ばを
も
と
め
て
||岡山

の代表的な方言
ll』

(
岡
山
県
方
言研
究
会 、
昭必・
6)
は
特
徴
的
な
方
言

例
につ
い
て
意
味・
用
法・
使
用
地
域な
ど
を
か
な
り
詳し
く
説
明した 。

沖
縄に
関
す
る
もの
に
は
次の
もの
が
あ
る 。
N
H
K
か
ら
「
全
国
方
言
資

料叩」
と
し
て
『
琉
球
方
言
編
ω』
(昭
必・
3)
が
柴
田
武
監
修
校
閲で
や

っ
と
出た 。
そ
の
ほ
か 、
外
聞
守
善
氏
の
『
沖
縄の
言
語
史』
(
法
政
大
学
出

版
局 、
昭必-
m)
は
既
発
表の
論
文を
ま
と
め
た
もの 。
同
氏の
『う
り
ず

んの
烏
||沖縄文学と恩怨の底流』

(沖
縄
タ
イ
ム
ス 、
昭Mw-
U)
に
は
「E

言
語
に
み
る
沖
縄の
恩
想」
とし
て
「
言
語
教
育の
歴
史」
や
「
沖
縄
語を
と

り
ま
く

意
識」
が
述べ
ら
れ
て
い
る 。
また
『
方
言
論
争』
『起
源
論
争』
が

「
叢
書わが
沖
縄」
と
し
て
木
耳
社か
ら
出
た
が 、
乙
れ
は
沖
縄に
関
す
る
諸

氏の
旧
論
文を
ま
と
めた
もの 。
研
究の
出
発
点
と
な
るべ
き
問
題が
あ
る 。

lU 

四 、
記
述
的
研
究

既
に
共
同
研
究の
項で
ふ
れ
た
もの
は
乙
こ
で
は
採
り上
げな
い 。

鏡
味
明
克
氏の
「
岡
山・
兵
庫
県
墳の一
過
疎
地
帯の
方
言」
(
岡
山
大
学

教
育
学
部
研
究
集
録但)
は
まさ
に
消
え
よ
う
と
す
る
三
集
落の
音
韻・
語

法・
語
棄の
概
略の
記述
と
文
例が
あ
る 。
岡
野
信
子
氏の
「
山口
県
萩
市
見

島
方
言
につ
い
て
の
小
報
告
(その
2)」
(
国
文
学研
究
第7
号)
は
文
ア
ク



= 
口

セ
ン
ト・

音
声・
表
現
法・
語
実
につ
い
て
の
報
告。
大
津
不二
也
氏の
「
旧

薩
摩
藩
地
域
に
お
け
る
言
語
的
特
質」
(
宇
都
短
期
大
学
学
術
報
告
7)
も
音

声・
語
索・
文
法の
特
徴につ
い
て
例を
あ
げな
が
ら
概
説し
た 。

あ
る一
地
域の
ア
クセ
ン
トの

み
につ
い
て
記
述
的
に
報
告し
た
もの
は
き

わ
め
て
少な
い 。
浮
田
章一
氏の
「
房
総
半
島
中
央
部の
ア
クセ
ン
ト

につ
い

て」
(大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要2)
は
旧
加
茂
村の一
音
節
語
i四

音
節

語
につ
い
て
詳し
い
記
述
が
あ
る 。
岡
野
信
子
氏の
「
萩
市
見
島
方
言の
語
ア

クセ
ン
ト」

(
国
文
学
研
究6)
は一
音
節
名
詞
i五

音
節
名
詞
か
ら
動
詞・

形
容
詞
に
及ぶ
調
査
報
告。
山
口
幸
洋
氏
の
「
尾
鷲
周
辺の
ア
クセ
ン
ト」

(
音
声
学
会
会
報一
三
三)
は 、
従
来
の
調
査
報
告と一
致し
な
い
もの
が
あ

り 、
問
題
に
な
る
事
象が
あ
る乙
と
を
指
摘し
た 。
石
垣
繁
氏の
「
八
重
山・

白
保
方
言の
研
究
ーーその音鎖 、
アクセントについて
||」

(沖
縄
文
化お・
釘)

は
音
素・
音
節・
ア
クセ
ン
トの

種
類と
特
徴につ
い
て
記
述し
た 。

立日
韻につ
い
て
は
次の
もの
が
あ
る 。
中
僚
修
氏の
「
奥
利
根
藤
原
方
言の

音
韻」
(都
大
論
究9)
は
音
素・
音
節の
種
類
と
特
徴につ
い
て
手ぎ
わ
よ

く
ま
と
め
た
もの
で
ア
クセ
ン
ト

に
も
及ぶ。
室
山
敏
昭
氏の
「
山
陰
方
言の

音
声
学
的
研
究
ω」
(鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文幻
11)

は
鳥
取

県
地
方
方
言
音につ
い
て 、
士口
態
性・
話
部
音
声・
語
音につ
い
て
述べ
た
も

の
で
大
き
な
構
想を
持っ
て
い
る 。
同
氏の
「
鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
方
言の

ラ
行
音
節の
促
音
化・
扱
音
化
現
象に
つ
い
て」
(国
語
国
文鈎
19)

は
用

例
を
あ
げて
の
詳し
い
報
告。
家
村
陸
夫
氏
の
「
中
之
島
方
言
につ
い
て」

(
言
語
学
論
叢孔)
は
ト
カ
ラ
列
島
の
中
之
島
方
言の
音
韻の
特
徴を
略
記し

た 。
柴
田
武
氏の
「
琉
球
宮
古
語の
音
韻
体
系と

グ
宮
古
仮
名d」
(言
語
学
論

叢日)
は
宮
古
平
良
方
言の
音
韻
体
系と
その
説
明
お
よ
び
宮
古
仮
名の
紹
介

と
批
判と
が
あ
る。

方

文
法・
表
現
法につ
い
て
は
次の
もの
が
あ
る 。
小
野
米一
氏の
「
北
海
道

旭
川
地
方で
聞か
れ
る
文
末
詞

グナd
y不d

につ
い
て」
(語
学
文
学8)
は

用
法の
詳し
い
記
述
と
と
も
に
その
微
妙な
違い
を
明ら
か
にし
た 。
大
橋
勝

男
氏の
「
関
東
地
方
域の

H
か
ま
き
りd
の
方
言
事
象に
み
ら
れ
る
造
語
(
|

命
名)
法」
(国
文
学
致団)
は
二
七
七
地
点
よ
り
採
集し
た
語
を
八
種に
分

類し
て
考
察し
た
もの
で 、
方
言人の
生
活
感
覚を
浮
き
ぼ
り
に
し
た 。
野
口

幸
雄
氏の
「
感
動
詞の
待
遇
表
現
体
系
ll西酒屋亙盲の呼びかけ応答籍」

(
国
語

研
究幻)
は
対
称
代
名
詞が
敬
意
度に
よ
り
三
種あ
るの
に
応
じ
て 、
よ
び
か

け・
応
答の
語
に
も
三
種
あ
るこ
と
を
述べ
た。
相
田レ
イ
子
氏に
は
「
新
潟

県
三
条
市
方
言の
文
表現
に
つ
い
て
の
研究
||とくに勧誘・

依頼・
命令文表現に

ついて
||」

(
新
潟
国
語
教
育
研
究
創
刊
号)
が
あ
る 。
古
瀬
順一
氏に
は「三

河
方
言に
お
け
る
グ

お
行
き
るH
式
敬語
表
現」
(立
正
大
学
国
語
図
文8)

が
あ
り 、
用
法・
活
用
な
ど
を
示
し
た 。
問
中
好三
氏の
「
動
詞の
語
形
論

(
下)
||福井県三方郡三方町
ll」(京

都
精
華
学
闘
研
究
紀
要8)
は
ヴォ
イス

と
アス
ペ
クト
につ
い
て
概
説し
た
もの
で
あ
る 。
虫
明
吉
治
郎
氏の
「
岡
山

方
言の
曲
用」
(
操
山
論
叢5)
は 、
き
わ
め
て
簡
潔
に
すっ
き
りと
抽
象の

体
系
を
示し
た 。
現
実
態は
か
な
り
複
雑
で
あ
ろ
うζ
と
をの
ぞ
か
せ
て
い

る 。
木
原
茂
氏の
「
広
島
方
言の
表
現
性
格」
(
方言
研
究
年
報臼)
は
木
下

順二
氏の
作
品を
広
島
弁に
翻
訳し 、
そ
れ
を
資
料
と
し
て
広
島
方
言の
表
現

法
上の
特
徴を
述べ
た
もの 。
河
野
亮
氏の
「
広
島
弁に
お
け
る
語
と
語との

結
合」
(音
声
学
会
会
報一
三
三)
は
特
徴
的な
もの
を
例
示しつ
つ
報
告し

た 。
塩
谷
崇
司
氏の
「
石
見地
方
西
部
方
言
に
お
け
る
敬
譲
表現につ
い
て
の

考
察」
(
国
文
学
論
考7)
は
述
部の
敬譲
表
現
形
式の
種
類と
そ
の
分
布と

を
概
説し
た 。
古
瀬
順一
氏
の
「
島原
半
島
方
言の
助
詞
削」
(
愛
知
教
育
大

学
研
究
報
告
人
文ω)
は
副
助
詞と
終
助
詞の
そ
れ
ぞ
れの
用
法・
用
例・
分
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布につ
い
て
の
記
述 。
か
な
り
詳
し
い
が 、
微
細な
点
に
は
及
ば
な
かっ
た 。

同
じ
く
「
島
原
半
島
方
言
の
助
詞
ω」
(
同
報
告
人
文却)
は
終
助
詞の
残
り

につ
い
て
記
述し
て
い
る 。
上
村
孝二
氏の
「五
島
列
島
方
言の
表
現
文
法」

(
鹿
児
島
大
学
文
学
科
論
集6)
は
敬
語
表
現
以
下一
七
項に
つ
い
て
記
述し
た

好
論
文。
白
石
寿
文
氏の
「
熊
本
県
八
代
市二
見
赤
松
町
大
平
方
言
小
報
告

--n敬の助動詞を中心に
|1」

(
国
文
学
放日)
は
活
用・
用
法・
使
用
場
面

な
ど
につ
い
て
要を
得た
報
告 。
橋
口
満
氏
は
『日
本一語』
(昭6・
4
1昭

必・
ロ)
に
「
大
隅
方
言の
文
法」
を
四
回に
わたっ
て
紹
介し
た 。
山
田
申夫

氏は
「
与
論
語
文
法の
特
質」
(
沖
縄
文
化お)
で 、
名
詞
に
単
数・
両
数・
複

数の
別
が
あ
り 、
形
容
詞に
比
較
級を
設
け
る
必
要が
あ
る乙
と
を
述べ
た 。

晦
渋で
あ
るの
は
方
言
自
体の
持つ
特
徴の
せ
い
で
あ
ろ
う
か 。

語
集に
関
す
る
もの
と
し
て
次の
もの
が
あ
る 。
鏡
味
明
克
氏の
「
北
海道

の
地
名」
(
言
語生
活二
四
五)
は
ア
イ
ヌ
語
地
名・
日
本
語
地
名を
め
ぐっ

て
の
問
題
を
興
味
深
く
説い
た 。
同
号の
佐
久
間
英
氏の
「
北
海道の
姓
氏
さ

ア
ル
フ
ァ

ま
ざ
ま」
は
北
海道の
姓
氏は
東
北
的な
もの
に
α
が
加わっ
た
もの
で 、

都
市
聞に
差が
な
い
な
どの
ζ
と
を
述べ
た 。
松
浦
孝一
氏の
つね
ま
るd

につ
い
て」
(山
形
方言9)
は
有
名な
芭
蕉の
句の
「ね
ま
る」
に
つ
い
て

の
各
説を
山
形
県
各
地の
意
味
用
法を
も
と
に
整
理
した 。
問
号に
は 、
安
部

英
子
氏の
「く
じ
ら
餅・
モ
ロ
ヤ」
と
い
う
民
俗
的
語の
解
説
も
あ
る 。
矢
作

春
樹
氏の
『
山
形
方
言
に
残っ
た
古
語
そ
の一』
(
自
家
版 、
昭必-
m)

は
「あ
きづ」
以
下
四
語につ
い
て 、
意
味・
用
法・
分
布・
歴
史な
ど
を
述

べ
た。
青
柳
精
三
氏の
「
伊
豆
神
津
島乙
と
ば
の
シ
オ
《
潮》の
窓
味」
(
言

語
学
論
議日)
は 、
ま
さ
に
漁
民の
生
活
語とし
て
の
《
潮》の
意
味を
記
述

し
た
もの 。
漁
民
が
生
活に
却し
て
潮
を
把
握
し
て
い
る 、
そ
の
ま
ま
に
意

味・
用
法を
と
ら
え
た
もの
と
い
え
る 。
語の
意
味
記
述の
す
ぐ
れ
た一
例と

し
て
高く
評
価し
た
い 。
佐
藤
良
雄
氏の
「
熊
野
方
言と
わ
が
く
にの
古
語
に

つ
い
て」
(武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要6)
は
サ
ル
ピ
以
下
九
語につ
い
て
他
地

域
方
言・
古
文
献と
関
係づ
けて
説
明し
た 。
額問
淑
氏の
「
新し
い
方-一=己

(
言
語生
活
二
四二)
は
岡
山
県
下で
生
ま
れ
た
新し
い
語の
紹
介。
室
山
敏

昭
氏の
「
方
言
の
擬
声
語・
擬
態
語」
(鳥
取
大
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文

2
11)

は
鳥
取
県
下一
集
落よ
り
約
五
O
O
語の
擬
声
語・
擬
態語
を
採
集

し
て
考
察し
た
もの 。
大
津
不二
也
氏の
「
沖
縄
語に
お
け
る
造
語
法」
(
宇

部短
期
大
学
学
術
報
告6)
は
本土
が
漢
語に
頼っ
た
の
に
対し 、
沖
縄で
は

固
有
語を
複
合し
て
語
索
を
豊
か
に
し
た
と
結
論
し
た 。

1::2 

五 、
対
比
的
研
究・
区
画
論

地
域
に
よ
る
違い
を
問
題
にし
た
もの
に
次の
もの
が
あ
る 。
本堂
寛
氏の

「
文
頭
表現・
文
末
表
現に
示さ
れ
る
女
性
語
意
識
||主として北奥方言について

|l」
(国
語
学研
究叩)
は
女
性にの
み
用い
ら
れ
るこ
と
ば 、
あ
るい
は
女

性
に
よ
く
用い
ら
れ
ると
と
ば
につ
い
て
地
域の
違い
を
み
た
労
作で 、
細
か

い
分
析が
あ
る 。
佐
藤
虎
男
氏の
「
転成
文
末
詞

グニ
(ニ
1

γ
につ
い
て」

(国
文
学
孜町)
は
三
重
県
下に
お
け
る
意
味・
用
法と
愛
知
県
下と
の
そ
れ

を
対
比さ
せ
て
の
精
密な
報
告。
室
山
敏
昭
氏の
「
鳥
取
県
東・
西
両
伯
誉地

方
方
言の
副
詞
語
棄に
関
す
る
比
較
研究」
(
国
語と
国
文
学必
|9)

は
臨

地
調
査で
得た
副
詞
語
集を
対
比さ
せ
て
その
違い
を
み
た
もの 。
副
詞
語
棄

の
採
集そ
の
もの
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
の
試
みで
あ
る 。
上
村
孝二
氏の

「
甑
島の
方一言」
(
薩
摩路日)
は
発
音・
ア
クセ
ン
ト・

文
法・
語
設の
特
徴

を
述べ
薩
隅
方
言・
肥
筑
方
言な
ど
との
異
同を
み
た
もの 。
既
島
方
言の
位

置を
示そ
うと
し
た 。
後
藤
剛
氏の
「
鳥
島
方
言
雑
考」
(中
央
大
国
文μ)

は
久
米
島の一
集
落
鳥
島の
方言の
特異
性と
そ
の
要
因を
素
描的
に
考
察し
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た。区
画に
関
す
る
もの
と
し
て
は
次の
もの
が
あ
る 。
服
部
四
郎
氏の
「
方
言

区
画
論・
周
箇
論
と
基
礎
語
奨
統
計
学」
(言
語の
科
学2)
は
基
礎
語
奨
統

計
学の
見地
か
ら 、
八
丈・
東
京・
京
都・
佐
渡・
高
知・
隠
岐・
鹿
児
島・

奄
美・
首
里・
宮
古の
各
方
言
を
比
較し
た
結
果 、
本
土 、
奄
美・
沖
縄 、
宮

古 、
(八
丈)
の
三
大
別
(な
い
し
四
大
別)
が
考え
ら
れ
る
と
い
う 。
鏡
味

明
克
氏
の
「
等
語
線
に
つ
い
て
|l

岡山・
兵庫
県
墳の一
過
疎地
帯の
亙百ω」
(
岡
山

大
学
教
育
学
部
研
究
集録担)
は
県
境の
方
言
分布に
よ
り 、
等
語
線が
集
束

し
た
り 、
扇
状に
なっ
た
りし
て
い
る乙
と
につ
い
て
考
察し
た
もの 。
渡
辺

富
美
雄
氏の
「
新
潟
県
西
南
部の
東
西ア
クセ
ン
ト

境
界
地
域に
お
け
る
複
合

語の
ア
クセ
ン
ト

に
つ
い
て」
(国
学
院
雑
誌礼
|4)

は
境
界
地
域に
お
い

て
微
妙な
様
相
を
示す
複
合
語の
ア
ク
セ
ン
ト

の
実
態を
明
ら
か
にし
た
も

の 。
同
氏の
「
東
西
方
言の
境
界
地
域
に
お
け
る
語
法」
(
新
潟
大
学
教
育
学

部
紀
要日
!1)
も
同
様に
新潟
県
西
南
部に
お
け
る
語
法の
特
徴の
分
布と

境
界を
採っ
た
もの 。
東
西
荷
方
言の
境
界
地
帯だ
け
に
興
味が
深い 。
寺田

泰
政
氏の
「ア
クセ
ン
ト

に
よ
る
細
か
い
方
言
区
画
|遠州の方言を例として

||」
(金
田一
博
士
米
寿
記
念
論
文
集 、
三
省
堂 、
昭必-
m)
は
はっ
き
り

し
た
基
準を
設
けて
の
区
画を
試み
た。
鎌
田
良二
氏の
「
近
畿
方
言
語
法
調

査
項
目
|1概

観と
調査
簿作成の
た
め
に
|l」

(
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
6)
は
こ

れ
まで
の
調
査の
結
果を
参
考にしつ
つ 、
新た
に
近
畿
方
言
語
法の
概
観
を

す
る
た
め
の
調
査
項
目を
設
定し
よ
うと
し
た
もの
で 、
手
続
きと
項
目の
ア

ウ
ト
ラ
イン
を
示し
た 。
今
石
元
久
氏の
「
兵
庫
岡
山
県
地
方
方
言の
分
派
認

定」
(
広
島
女
学院
大
学論
集加)
は一
五一
地
点
約二
0
0
項
目
につ
い
て

の
調
査
結
果を
も
と
にし
て 、
南
部は
県
境
付
近
で
分立し
や
す
く 、

北
部は

西
部
方
言が
強
く
及ん
で
い
る
さ
まが
明ら
か
に
さ
れ
た 。
西
島
宏
氏の
「
長

方

崎
県
方
言
語
繋の
分布
相
概
観
(上)」
(
長
崎
大
学
教
育
学部人
文
科
学
研
究

報
告四)
は
『
日
本
言
語
地
図』
の
調
査
項
目二
四一一訟の
県
下の
分
布
状
況

を
述べ
た。
琉
大
方
言
研
究
ク
ラブ
に
よ
る
沖
抑制
本
島に
お
ける
南
北
方
言の

境
界
線の
調
査
につ
い
て
は 、
すで
に
述べ
た
の
で
ζ
ζ
で
は
ふ
れ
な
い 。

六 、
比
較
的
研
究

各地
方
言
を
比
較
す
るζ
と
に
よっ
て 、
その
歴
史を
推
測
す
るζ
と
が
可

能な
場
合
も
あ
る 。
都
竹
通
年
雄
氏の
「東
西
方
言の
遠い
は
ど
うし
て
で
き

た
か」
(
言
語
生
活二
三
七)
は
広い
視
野
に
立
ち
古
文
献を
も
利用しつ
つ

課
題
に
答
え
よ
うと
し
た
も
の
で
あ
る
が 、
十
分に
論が
整
理
さ
れ
て
い
な

い。
結
果と
し
て 、
東
西
ア
クセ
ン
トの

成
立
に
関す
る
金
問一
春
彦
説
に
対

す
る
批
判が
目
立っ
た 。
金
田一
春
彦
氏の
「
東
西
方
言の
迷い
の
成
立
につ

い
て」
(
言
語
生
活二
四
二
は
そ
の
批
判に
答えた
もの 。
問
題が
明
ら
か

に
なっ
た
点は
意
義
が
あ
ろ
う 。
森
下
喜一
氏の
「
方
言
に
あ
ら
わ
れ
る
格
助

詞
H

げd
につ
い
て
ーーその用法と成立過程
||」

(
野
州
国
文
学7)
は
関東・

九
州・
沖
縄の
例を
述べ 、
古
文
献の
「
tが
り」
出
自と
し
た 。
中本正
智

氏
の
「
琉
球
方
言
母
音
体
系
の
生
成
過
程
|l一一
議
音
化を
中心
κ
l!」
(
国
語
学

部)
は
琉
球
諸
方
言
を
細
か
く
比
較
し、
五
母
音
lv
三
母
音
化
の
生
成
過
税
を

矛
盾な
く

説
明し
よ
うと
し
た
もの
で
あ
り 、
現
実の
地
域
的
分布を
ふ
ま
え

て
の
綴
密な
推
論
は
みと
と
で
あ
る 。
比
嘉
亀
盛
氏の
「
古
典
語・
共
通
語と

琉
球
方
言
と
の
比
較
研
究
の
方
法
序
説
(
続。刊)
lーその
最
も
然
朴な
出発
点
11」

(琉
球
大
学
法
文
《文
理》
学
部
紀
要人
文U)
は
比
較
研
究の
方
法を
述べ

た
もの
と
思
わ
れ
る。
諸
所κ
興
味
深い
着
眼が
あ
る
が 、
論
が
よ
く
整
理
さ

れ
て
い
な
い 。
嘉
味回
宗
栄
氏の
「オ
モ
ロ
と
と
ば

グけ
わいd
な
ど」(琉

球
大
学
法
文
《文
理》
学
部
紀
要人
文村民)
は 、
他の
文
献
や
民
俗的
行
事
な
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ど
を
関
連
さ
せっ
つ
説い
た
も
の 。
外
間
守
善
氏の
「
按
司の
語
源」
(
沖
縄

文
化お)
は
古
文
献や
方
言
例を
比
較しつ
つ 、
お
も
ろ垣間
「
あ
さ」
(
父
親)

か
らの
転と
説
く 。
手
堅い 。
金
久正
氏の
「
奄
美
方
言の
語
源につ
い
て」

(沖
縄
文
化m-
M)
は
「
あは
し 、
う
まふ」
な
ど
数
語
につ
い
て
民
俗
的

事
象を
参
考に
しつ
つ
考
察
し
た 。
田
畑
英勝
氏の
「地
名
考」
(
奄
美
郷
土

研
究
会
報ロ)
は
同一
の 、
あ
るい
は
近
似の 、
あ
る
い
は
関
連
す
る
地
名を

持つ
土
地
状
況を
考
慮しつ
つ
の
語
源
解
釈。
新
屋
敷
幸
繁
氏の
『
新
議
沖
縄

一
千
年
史
上』
(
雄
山
閣 、
昭必・
9)
に
も
沖
縄・
琉
球の
名
称
Kつ
い

て
考
察が
あ
る 。
山
中
褒
太
氏の
『
方
言
俗語
語
源
辞
典』
(
校
倉
喜一μ 、
昭

6・
4)
は
ま
と
まっ
た
もの
で
あ
る
が 、
氏の
直
観が
先
行
す
る 。

七
、

言

語

地

理

学

的

研

究

最
近の
言
語
地
理
学
的
研
究の
隆
盛につ
い
て
は
国立
国
語
研
究
所の
「日

本
言
語
地
図
作
成の
た
め
の
調
査」
と 、
そ
の
結
果と
し
ての
『日
本
言
語
地

図』
の
刊
行が
大
きな
影
響
力を
ふ
るっ
た
乙
と
は
何
人
も
否
定し
な
い
で
あ

ろ
う 。
また
グロ
1
タl
ス
神
父の
功
績の
大
きさ
も
認め
ざ
るを
得な
い
で

あ
ろ
う 。
今
や
多
くの
新
進
気
鋭の
研
究
者が
輩
出し 、
そ
れ
ぞ
れ
に
新し
い

観
点
(
方
法)
の
も
と
に乙
の
学
問
を
お
し
進めつ
つ
あ
る 。
完
全に
日
本の

学
問と
なっ
た
言
語
地
理
学に
根
本
的な
反
省を
加え
る
気
運
も
生
じ
た 。
グ

ロ
1

タl
ス・
柴
田・
徳
川のコ
ン
ビ
の
活
躍
と
は
別
に 、
比
較
的
独
自
に
研

究
を
進
め
た
藤
原
興一
氏が 、
ヨ
ーロ
ッパ

言
語
地
理
学
に
批
判
を
加
え 、

新
し
い
立
場を
主
張
さ
れ
て
い
る乙
と
は
すで
に
述べ
た。
また 、
言
語
地
理

学と
文
献
国
語
史
との
関
係
につ
い
て
も
根
本
的
建
設
的
に
検
討さ
れ 、
柴
田

武・
徳
川
宗
賢・
福
島
邦
道・
山
田
忠
雄の
各
氏
に
発
言が
あ
る
が 、
そ
れ
に

つ
い
て
も
すで
に
述べ
た。
柴
岡
武
氏
の
「
言
語
地
理
学に
お
け
る
語
奨」

(
文
学・
語
学訂)
は
言語
地
理
学で
研
究
対
象
と
す
る
語
棄の
性
格を
説い

た
もの
で 、
言
語
地
理
学そ
の
もの
の
特
徴を
も
示
す乙
と
に
なっ
た 。

そ
の
他の
言
語
地
理
学的
研
究
に
は
次
の
も
の
が
あ
る 。
藤
原
奥一
氏の

つ
ゴ

ザ

ル
H

と

い

う

尊

敬

法

動

詞
」

(

方

言

研

究

年

報

臼
)

は

日

本

全

国

に
「
ゴ

ザル」
が
どの
よ
うに
分
布し 、
どの
よ
うに
用い
ら
れ
て
い
る
か
を
示しつ

つ 、
方
言
生
活
に
お
け
る
「ゴ
ザル」
の
歴
史を
述べ
よ
うと
し
た 。
石
垣
福

雄
氏の
「日
本
言
語
地
図と
北
海
道」
(一言
語
生
活二
四五)
は
北
海
道の
方

言
分
布に
関
連の
あ
る日
葉の
地
図を
例
に
と
り 、
自
分の
調
査
結
果を
加
え

て
北
海
道の
方
言
分
布の
特
徴を
述べ
た。
井
上
史
雄
氏の
「ガ
行
子
音の
分

布と
歴
史」
(
国
語
学部)
は
言
語
地
図に
よ
る
考
察と
文
献
国語
史と
を
併

せ
て
歴
史
構
成を
試み
た
もの
で 、
そ
れ
が
音
声を
対
象と
し
た
もの
だ
け
に

注
目
さ
れ
た 。
大
橋
勝
男
氏の
「
関
東
地
方
域の
方
言につ
い
ての
方
言
地
理

学
的
研
究
序
説」
(
新
潟
大
学
教
育
学
部紀
要
日
|1)

は
調
査
法
及び
規
校

な
ど
を
報
告し
た
もの 。
つ
づ
い
て
同
紀
要ロ
ーー

に
は
「
関
東
地
方域の
方

言
につ
い
ての
方一マ一一口
地
理
学
的
研
究
ω」
と
し
て 、
調
査
語
三
十語
ほ
ど
につ

い
て
得た
異
形
態
を
整
理
し
て
示し
た 。
同
氏に
は 、
既
述の
よ
うに
「
方
言

の
研
究」
第2
号
|1、

第3
号
ーー

に
も
分
布
を
問
題
に
した

論
文が
あ

る 。
柴
問
武
氏の
「
鳥
追い
歌
の
変
遷」
(日
本民
俗
学的)
は
糸
魚
川
地
区

の
鳥
追
い
歌を
言
語
地
理
学的
手法で 、
最
も
古い
形
態
か
らの
変遷を
示レ

た
の
み
な
ら
ず 、
乙
と
ば
につ
い
て
もその
歴
史を
明
ら
か
に
し
た
もの
で 、

あ
ざ
や
かで
あ
る 。
渡辺
富
美
雄
氏
に
つ
鳥
追い
歌H
の
言
語
地
理
学的
研

究
ω・
ω」
(
新
潟
大
学河
問
分
校紀
要日比・
日)
が
あ
る
が
未
見で
あ
る 。
同

氏の
「
新
潟
県上
越
地
方に
お
け
る
方
言の
分
布と
その
解
釈」
(
新
潟
大
学

教
育
学
部
紀
要ロ
l1

人
文・
社
会)
は
東
西
両
方
言の
交
渉
地
帯に
お
い
て

問
題
に
な
る
言
語
的
特
徴
「か
か
と」
「
買っ
た」
「
古向
くな
る」
な
どの
分
布
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百

と
そ
の
解
釈が
あ
る 。
地
域の
特
性が
興
味を
増
す。
川
本
栄一
郎
氏の
「
富

山
県
庄
川
流域
に
お
け
るズ
lズ
!

弁の
分
布
と
そ
の
解
釈」
(金
沢
大
語
学

文
学
研
究2)
は
分
布と
そ
の
変
化しつ
つ
あ
る
動
態と
を
明
ら
か
にし
よ
う

と
し
た 。
同
氏の
「
石
川
県
珠
洲
方
言の

w
クH
と
グフグ」

(金
沢
大
語
学
文

学
研
究
創
刊
号)
は
分
布
図に
併せ
て
方
言
集の
用
例
や
調
査で
得た
情
報

な
ど
に
よ
り
通
時
論
的
考
察を
し
た 。
真
田
信
治
氏の
「
富
山・
岐
阜・
石
川

県
境
地
帯に
お
け
る
蛙
を
め
ぐ
る
語の
歴
史
と
体
系」
(国
語
学
研
究叩)
は

娃・
ひ
き
娃・
お
た
ま
じゃ
くし・
娃の
卵の
分
布
図を
合
わ
せ
考え
て 、
語

の
歴
史
を
探
ろ
うと
し
た 。
同
氏
の
つ
野
生の
稗d
の
方
言
分
布と
その
解

釈
llh品

山・
岐
阜・
石川
県境地
帯に
お
ける
||」

(
金
沢
大
語
学
文
学
研
究
第
2
号)

は
稗お
よ
び
野
生の
稗その
もの
の
歴
史
を
導
入しつ
つ
語の
歴
史
を
言
語地

理
学
的
に
考
察し
た 。
また
同
氏の
「
富
山
県
利
賀
谷に
お
け
る
ア
クセ
ン
ト

の
動
態
|2拍名飼第2・3類を主として
11」

(文
芸
研
究伺)
は
地
理
的
分
布

の
ほ
か
に
年
令・
語の
類
別・
音
声
的
事
情
か
ら
そ
の
動
態
を
考
察し
た 。
鏡

味
明
克
氏の
「
幼
児
語の
方
言
分
布の
考
察
||岡山県を中心として
||」(

順
正

短
期
大
学
研
究
紀
要
創
刊
号)
は
「お
ふ
ろ」
な
ど
の
幼
児
語
十
語の
分

布を
述べ
た
もの 。
図1
葉
が
あ
る 。
藤
原
奥一
氏の
「〉
U5r2・0
2・

m
g
-u
t
n
と

ω
Z
L
可

弘

子
叩

ω
巾円
D

F
F
ロ
仏
ω
g

o
z
r
与

え
』
曲
目出
口
印刷四
」

(O周
回ωH由lH)
は
同
氏の
指
導の
も
と
に
行な
わ
れ
た
「
瀬
戸
内
海調査」

の
紹
介で
あ
る 。
小
野
米一
氏の
「
九
州
北
東
部
方
言の
方
言
地
理
学
的
研
究

ω
ーー言路

地
図の
製
作
||」

(
北
海
道
教
育
大
学
紀
要一
部
A
初
1
2)
は
言
語

地
図
作
成
法につ
い
て
の
準
備
的
考
察
で
あ
り 、
「
瀬
戸
内
海
調
査」
に
負
う

と
と
ろ
が
多
い。
さ
ら
に
「
問
題
ω
|
方言事
象分布の
諸相1
アクセン
トに
関して

||」
(
同
紀
要一
A
幻
l2)

に
は
ア
クセ
ン
トの

分
布
図と
そ
の
考
察が
あ

る。
精
密で
手
堅い。

方

八 、
言
語
社
会
学的
研
究

言
語と
そ
れ
を
規
定し
て
い
る
諸
種の
社
会
的
条
件と
の
関
係を
考
察し
た

研
究
を
広
く
採
り
あ
げ
る 。
も
ち
ろ
ん 、
すで
に
述べ
た
もの
の
中に
も乙
の

よ
うな
観
点の
含
まれ
て
い
る
もの
も
あ
る
が 、
そ
れ
は
改め
て
述べ
る乙
と

を
し
な
い 。

ま
ず 、
年
齢
に
よっ
て 、
と
と
ば
が
ど
う
変わ
る
か
と
い
う
観
点
か
らの
研

究
が
あ
る 。
小
野
米一
氏の
「
北
海道
三
世
小
中
学生の一一言
語
l|士別市川西小

中
学校の
事
例
|l」

(
語
学・
文
学
第
9
号)
は
二
八
項
目
に
つ
い
て
実
施
し
た

全
数
調
査の
結
果 、
よ
く
使
用さ
れ
て
い
る
方
言
形と
そ
うで
な
い
もの
につ

い
て
考
察し
た 。
土
屋
信一
氏の
「
東
京
語の
語
法の
ゆ
れ
ll児童生徒言

語醐

査結来日報告ω
||」

(文
研
月
報幻
|9)

は
東
京の
小
中
学
校一
O
校ニ
Oク
ラ

ス一
五
O
O
名
を
対
象と
し 、
「た
り
な
い・
た
ら
な
い」
な
ど二
八
項
目二

九
聞
につ
い
て
調
査
し
た
結
巣の
報
告。
国
立
国
語
研
究
所の
昭
和三
0
年
度

の
調
査
(年
報7)
と
比
較
す
る
と
興
味
深い 。
ω-H・
国同『
包P
O白・zo

の
ロ
ロ
〈
巾円
2
0
ロ
白
ロ
円同

区一
o
r
n
g-

〈
R
S
Z
D
ロ日
戸
口
』
同
町内w
ロ
巾回
目
(
言
語
研
究
印
)

は
従
属
節の
主
格を
示
す
「が」
「の」
の
使
用
は
人
に
よ
り
途い
が
あ
り 、

そ
の
差は
体
系
的で
も
あ
るζ
と
を
述べ
た
もの 。
伊
川
公
司
氏の
コ百同
校
生

の
方
言
理
解と
八
丈
島
方
言
の
源
流」
(都
教
育
庁八
丈
出
張
所
教
育
研
究紀

要 、
昭釘
年
度)
は
代
表的
方
言
形五
二
につ
い
て
高
校生
に
アン
ケ
ー
ト

調

査
をし
た
結
果を
報
告し
た 。
その
他 、
八
丈
島の
歴
史・
伝
説・
他
島との

交
流な
ど
に
ふ
れ
て
い
る 。
詳し
い
分
析の
報
告で
は
な
い 。
鎌
田
良二
氏の

つ
加
賀な
ま
りd
考
11方言語集残存度から
|l」

(金
問一
博
士
米
寿
記
念
論
文

集 、
三
省
堂 、
昭必-
m)
は
古
方
言
集
「
加
賀な
ま
り」
の
語
集につ
い
て

叩-
m-
ω・
却
の
各
年
代の
人
に
調
査
し

残
存
度を
調べ 、
漸
減
す
る
様
相
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を
み
た 。
玄一
山
敏
昭
氏の「方
言
語
繋の
基
礎
的
研
究
ω
||老・

少二層の副詞語

集の
差
異の
実態
とそ
れが
意
味する
もの
ll」
(
国
文
学
致
団)
は
鳥
取
県
下
回
地
点

につ
い
て 、
老
少の
聞に
ど
ん
な
差
が
あ
る
か
を
考
察し
た
もの 。
下
村
泰
子

氏の
「
高
知
県
安
芸
郡
甲
浦
方
言の
ア
ク
セ
ン
ト
と
高
知
市
方
言ア
クセ
ン
ト

との
比
較
考
察」
(
都
立
大人
文
学報剖)
は
両
地
域
と
も
に
東
部
方
言地
域

に
あ
る
が 、
甲
浦
方
言
ア
クセ
ン
ト

が
京
都ア
クセ
ン
ト

に
近づ
きつ
つ
あ
る

と
い
う
興
味
深い
報
告 。

社
会生
活と
言
語と
の
関
係
につ
い
て
ふ
れ
て
い
る
もの
は
少な
い 。
高
倉

新一
郎
氏の
「
言
葉
か
ら
見た
北
海
道
開
拓」
(

言
語
生
活二
四
五)
は
主
と

し
て
ア
イヌ
人
が
日
本人
に
同
化し
日
本
語を
話
すよ
う
に
なっ
た
プロ
セ
ス

を
随
筆
風
に
述べ
た。
吉
田
信
照
氏の
「
民
俗的
に
見た
筑
豊の
方雪
T19ン

コ
ツ
ウの
こ
と
ば
(
続)」
(福
岡
教
育
大
学
紀
要
四

文
科)
は
炭

抗

労

働

者の
と
と
ば

を
生
活に
関
連
さ
せっ
つ
軽
妙
に
ス
ケッ
チ
し
た 。
向
山
雅重
氏の
「
村
か
ら

失
わ
れ
ゆ
く
言
葉
11
信州上
伊那
郡
を
中心
として
||」
(
言
語
生
活
二
四
O)
は
戦

後の
農
村生
活の
変
化
に
応
じ
て
失
わ
れ
て
行く
語
句を
説
明を
加え
な
が
ら

記し
た 。
同
誌の
木
村
恭
造
氏の
「
失
わ
れ
ゆ
く
グ

紙
図ζ
と
ば
L
も
同
様

な
立
場だ
が 、
さ
すが
に
人
間
関
係の
語
句が
多い。
乙
ど
もの
遊
びと
と
ば

につ
い
て
は 、
論
文な
どの一
部で
ふ
れ
る
もの
が
多
い
の
だ
が 、
と
れ
だ
け
を

取
り
扱っ
た
もの
に
新
井
真
由
美
氏
の
『と
ど
もの
あ
そ
び乙
と
ば
|1埼玉県

熊
谷
市の
昭和三
O年
前
後に
お
ける
子ど
もの
遊びE
と
ば
及び
遊びE
と
ばの
伝
掃と
伝
承
11』

(
自
家
版 、
昭6・
8)
が
あ
る 。
渡
辺
友
友
氏の
「
語
索の
構
造と
価
値
観の

構
造と
ll宮路社会学的な研究の試み
||」

(
社
会
学論
叢ω)
は
セ
ッ
クス
に

関
す
る
態
度を
示
す
語
奨
につ
い
て
の
アン
ケ
ー
ト

調
査 。
過
去の
社
会生
活

と
道
徳な
どの
反
映を
見ょ
う
と
し
た 。
すで
に
述べ
た
広
島
大
学
方
言
研
究

会報の
性
向
語
裂の
調
査
と
通
じ
る
問
題
意
識で
あ
ろ
う 。
瀬
戸口
俊
治
氏の

「
あ
い
さつ
表
現の
生
活
と
待
遇
表
現
法
|l大隅種

子島平山方言のばあい
1|」

(比
治
山
女
子短
大紀
要5)
は
あい
さつ
表現を
中心
に
そ
の
生
活に
み
ら
れ

る
待
遇
表
現
法を
位
置づ
け
よ
うと
し
た
もの 。

社
会
構
造
(窓
識)
を
色
濃
く
反
映し
て
い
る
もの
に
親
族
語が
あ
る 。
ζ

の
方
面の
研
究
に
注目
すべ
き
もの
が
あっ
た 。
国
立
国
語
研
究
所の
『
社
会

構
造と
言
語の
関
係
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
ω
ー!?キ・マケと親族呼称』

(
秀
英
出
版 、
昭
江町・
6)
は
渡
辺
友
左氏の
調
査
執
筆に
か
か
る 。
社
会
学・

民
族
学に
お
け
る
学
術用
語と
し
て
のマ
キ・
マ
ケの
意
味・
用
法と
僅
言と

し
て
のマ
キ・
マ
ケの
意
味・
用
法と
に
食い
違い
が
あ
ると
と
を
明ら
か
に

し 、
次
に
福
島
北
部地
域
に
お
け
る
親
族
呼
称の
事
例
研
究を
記
述し
た 。
第

二
資
料
研
究
室の
研
究の一
環
で
あ
る
乙
と
が
『
国
立
国
語
研
究
所
年
報』

却・
幻
に
報
告さ
れ
て
い
る 。
柴
田
武
氏の
「与
那
国
方
言に
関す
る
若
干の

報
告」
(金
回一
博
士
米
寿
記
念
論
文
集 、
三
省
堂 、
昭必
-

m)
は
ま
ず
音

素・
文
節の
音
節
構
造な
ど
につ
い
て
述べ
た
あ
と 、
兄
弟
姉
妹の
呼
称の
複

雑な
体
系を 、
社
会
組
織・
家
族
組
織に
お
け
る
兄
弟
姉
妹の
関
係そ
の
もの

と
結びつ
け
て
位
置づ
けた 。
親
族
語は
親
族
組
織と
直
ち
に
結
びつ
く 。
慎

重
に
処
理
すれ
ば
みの
り
多い
乙
と
を
示
す
もの
で
あ
る 。

共通
語
化の
問
題
を
追
究し
た
もの
は
多
くは
な
い 。
遠
藤
邦
基
氏の
「
幼

児・
児
童
の
共
通
語
意
識
ーー
その
特
異
性
を
中心
に

|」
(

岐

阜

大
学
研
究

室
口

人
文目)
は
京
都に
お
け
る
幼
児・
児
童・
中
学
生・
成
人
を
対
象と
し 、
共

通
語
意
識の
発
達の
過
程を
み
た 。
場
面に
よ
る
違い
を
も
考
慮
に
入れ
て
い

る 。
同
氏の
「
年
齢
別に
み
る
共通
語
化の
現
象
||京都方

言官めぐって
|l」

(
国
語
学問)
も
同
様な
課
題の
も
の
で 、
質
問法
調
査
や
公
的
会
話・
家
族

会
話の
録
音
資
料
によ
り 、
三
十
才・
二
十
才
代が
多
く
共通量同
化し
て
い
る

と
と
を
示し
た 。
野
林正
路
氏の
「
子ど
もの
情
操
面
か
ら
み
た
方
言と
共通
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言
語
||乙
と
ばによ
る疎
外か
ら還
帰す
るた
め
のプ
ラン
||」

(
保
育
ノ
l
ト

m
l
7)
は

共
通
語
教
育の
あ
り
方と
プロ
セ
ス
を
考え
た一
私
案。
同
氏の
「
少
年・
少

女
期
の
二
重
言
語
生
活
ll過

密・
過疎
現
象の
もた・りした
新た
な
問題
|1」

(
言
語
生

活二
三
九)
は 、
移
住
に
よっ
て
二
重
言
語
生
活を
経
験し
て
い
る
子ど
もの

言
語
行
動
や
意
識を
調
査し
た
もの 。
東
北
↓

東
京 、
九
州
↓

東
京 、
福
岡
↓

木
更
津 、
東
京
↓

高
萩の
そ
れ
ぞ
れ
の
少
年・
少
女につ
い
て
比
較
考
察
し

た 。
興
味
深い
問
題
が
報
告さ
れて
い
る
が 、
全
くの

事
例を
取
り
扱っ
た
も

の 。
同
号に
は
芳
賀
純
氏の
「二
重
言
語
生
活
者の
発
想
と
思
考」
も
あ
る 。

五
十
嵐三
郎
氏の
「
北
海
道の
共通
語
化」
(
言語
生
活二
四
五)
は
北
海道の

共
通
語
化
を
江
戸の
そ
れ
と
比
較
考
察し 、
方
言
区ご
との
違っ
た
様
相を
述

べ 、
また
共
通
語
普
及
に
お
け
る
商人の
役
割
りを
重視し 、
出
稼
ぎ
人
夫
や

都
市人
口の
移
動に
も
注
目し
て
い
る 。

一
方 、
共
通
語の
土
台で
あ
る
東
京
語
も
問
題
に
な
る
が 、
既
述の
土
屋
信

一
氏の
「
東
京
語の
語
法の
ゆ
れ」
の
ほ
か
に
は
「一言
語
生
活」
(ニ
二
五)

の
「
東
京
弁」
の
特集が
目
立っ
た
程
度。
同
号の
野
村
雅
昭
氏の
「
現
代
東

京
語の
展
望」
は
大
石
初太
郎
氏
の
調
査
資
料
を
も
と
に
概
略の
傾
向
を
述

べ 、
そ
の
大
石
初
太
郎
氏の
「
戦
後 、
東
京
語の
敬
語は
ど
う
変
わっ
た
か」

は
要
領よ
く
変
化の
姿を
と
ら
え 、
加
藤正
信
氏の
「
変
化
す
る
郊
外の
ζ
と

ぱ
||東京の東側
||」

は
東
(北)
部
郊
外
に
お
ける
東
京
語の
ひ
ろ
が
り
を

中心
に
述べ 、
士一
屋
信一
氏の
「
教
科
書の
と
と
ばは
東
京
語か」
は
東
京
語

と
は
い
え
ぬ
もの
につ
い
て
考
察し
た 。
ほ
か
に
松
村
明
氏・
水
谷
静
夫
氏な

ど
の
座
談
会
「
東
京
語を
考え
る」
や
小
林
信
彦
氏の
「
小
説に
あ
ら
わ
れ
た

東
京
弁」
が
あ
る 。

方

九
、

文

献

的

研

究

文
献
資
料
によ
る
方
言
研
究につ
い
て 、
既
述の
山
田
忠
雄
氏の
「
程
度の

副
詞ハ
ルパ
ル
の
方
言
性」
は
示
唆
の
多
い
論
文で
あ
る 。
水
島
義
治
氏の

「
東
欧に
お
ける
上
代
特
殊
仮
名
遣の
違
例」
(日
本
大
学
文
理
学
部
研
究
年
報

路)
お
よ
び
「
防
人
歌に
お
ける
上
代
特
殊
仮
名
遣の
違
例」
(語
文田
八
日

本
大
学V)
は
違
例と
さ
れ
る
もの
を
すべ
て
採
録し
検
討し 、
そ
の
様
相を

明
ら
か
に
し
よ
うと
し
た
もの
で 、
意
外
に
も 、
中
央
語
に
比し
て
そ
れ
ほ
ど

甚し
くは

違っ
て
い
な
い
と
い
う 。
同
氏の
「
東
歌
及び
防
人
歌に
於
ける
東

国
方
言
仰」
(日
本
大
学
文
理
学
部
研
究
年
報四)
は
「
ま
ま」
「て
と
な」
な

どの
十
語につ
い
て 、
古
来の
注釈
書や
方
言な
ど
を
参
考にし
て
の
解
釈。

資
料
収
集の
困
難
を
感
じ
さ
せ
る 。
森
山
隆
氏の
「
万
葉
集
東
歌に
見え
る

グ
可
牟d
の
語
形
につ
い
て
11東歌・

防人歌の音韻的環境
||」

(文
学論
鴨川μ)

は
母
音
交
替の
事象を
検
討し 、
「
可
牟」
は
「
上」
と
す
る
説
に
根
拠を
与

え
た。
鶴
久
氏の
「
万
葉
巻
十
四
に
お
け
る
清
濁
表記」
(
詩
文
研
究却
八
九

州
大
学V)
は二
語
速
接の
場
合
濁
音化
が
多く 、
その
様
相が
中
央
語の
場

合と
異なっ
て
い
る乙
と
を
述べ
た。
芥
子
川
律
治
氏の
『
名
古屋
方
言の
研

究
|

江
戸
時
代一編』
(
泰
文
堂 、
昭必・
5)
は
江
戸
時
代の
文
献に
よ
り 、

当
時の
名
古
屋
方
言につ
い
て
成立
史・
階
層的
方
言の
成立・
性
格・
構
造

な
ど
を
明
ら
か
に
し 、
かっ 、
当
時の
方
言
語
奨
約二
千
語を
採
録し
解
説し

た 。
資
料
解
題
も
あ
る 。
年
期の
は
いっ
た
労
作
で
あ
る 。
北
間
四
良
氏の

『
伊
勢
方
言
窓
識
|1

特科史からの党脅
|l』

(皇
学
館
大
学
紀
要9)
は 、
ど
の

よ
うに
意
識さ
れ
把
握さ
れて
きた
か
を
探
ろ
うと
し
た 。
つ
ま
り一
種の
研

究
史
で
あ
る 。
古
文献
を
豊
富に
引
用し
た
概
観
書と
もい
え
る 。
格
山
集2

(
非
売
品)
はと
の
自
家
版で
あ
る 。
森
田
武
氏の
「日
制辞
書の
方
言
語
数

137 



拾
遺」
(
方
言
研
究
年
報臼)
は
問
題と
な
る
語
の
若
干
につ
い
て
従
来の
説

の
誤
りを
正
し
た 。
『目
指川
辞
書』
の
取
り
扱
い
に
は
厳し
い
綴
密な
考
察を

必
要と
す
るこ
と
を
示
し
た 。
篠
崎
久
朗氏の
「
長
崎
方
言
史
研
究
序
説
||

長
崎
の
都
市
形
成
と

方言
の
形
成

||
」
(

国

語

国

文

学

会

誌

八

長

崎

大

学
V

昭
6
・

3
)

は
平
戸
町の
『人
別
生
所
札』
や
『
宗国日
改
帳』
に
よ
り 、
長
崎の
都
市
形
成

の
様
相を
探っ
た 。
同
氏
に
は 、
ほ
か
に
「
過
去の
長
崎
語を
記
録し
た
園
内

文

献
」
(

国

語

研

究
日

八

長

崎

県

高

校

教

育

研

究

会

国

語

部

会
V
)
、

「

江

戸

末

期

長
崎
方
言の
動
詞」
(

国

語

国

文

学

研

究5
八

熊
本
大

学
V
)、
つ
幡
多
方
言
d

付
録の H
肥
前
長
崎乙
と
ばd
につ
い
て」
(土
佐
史
談一
二
五)
が
あ
る 。
さ
ら

に
同
氏の
7
葉
際H
には
じ
ま
る
佐
賀
方
言」
(
新
郷
土M
14)

は「
葉
隠」

「
南
嶺
子」
以
下
佐
賀
方
言
所
載
の
文
献を
実例と
と
も
に
紹
介し
た
もの 。

外
間
守主口
氏
編
著の
『
混
効
験
集
校
本
と
研
究』
(角
川
書
庖 、
昭必・
3)

は
沖
縄
最
古の
ζ
と
ば
辞
書を
活
用し
や
すい
状
態
に
し
た 。
高
橋
俊
三
氏の

「
H
お

も

ろ

さ

う
し
H

の

助

詞

叫

||
「
た
な
」

を
中
心
に
し
て

||
」

(

国

際

大

学

国

文

学1)
は
「
お
も
ろ
さ
うし」
の
「た
な」
「た」
「
な」
は
と
も
に
打
消
連
用

法の
語で
あ
る
と
す
る 。
同
氏の
つお
も
ろ
さ
うしd
の
助
詞
ω
ll「が」
と

「
の」
の相違
||
」

(
国

際
大

学

国

文
学
3)
は
用
例を
集め
て
「が
」

「の
」

の

違い
を
述べ
た 。
同
じ
く
野
原三
義
氏
に
は
「
国
際
大
学
国
文
学」
1・
2
に

7

百
控

琉

歌
d

の
助

詞
||
「
の・
が」
の部
|i
」

7
百
控

琉

歌
H

の
助

詞
ω
ーー

「に・
と」
など
||」

が
あ
る 。
と
も
に
用
例
集で
あ
る 。
同
じ
く
同
氏の「八
ま

で

V

に
つ

い

て
」

(

国

際

大

学

国

文

学
3
)

は

琉

球

の

古

文

献
の

資

料
に

よ

り

意
味・
用
法・
接
続な
ど
を
考
察し
た 。
分
布や
歴
史
に
もふ
れ
て
い
る 。
中

松
竹
雄
氏の
「

古
認の
言
語
構
造
」

(
沖

縄

文
化却
)

は

八
重
山・
黒
島に
お

け
る
古
認
につ
い
て 、
手堅
く
解
説・
語
釈・
文
法
上の
注
記を
施し
た 。
新

域

安

善

氏
の

つ

左

右
d

(
さ

う
)

考
」

(

沖

縄

文

化
部
・

幻
)

は

琉

球

古

文

献

の
資
料を
参
考にしつ
つ 、
八
重
山の
ショ
l(た

よ
り)
の
出
自は
古語
「
左

右」
で
あ
ると
し
た 。

1 38 

十
、

方

言

集

な

ど

今日の
課
題の一
つ
は 、
で
き
る
だ
け
多
くの
地
点の
方
言
資
料が
記
録
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
うζ
と
で
あ
ろ
う 。
その
意
味で
は
方
言
集の
た
ぐい
は

比
較
的
点
数が
多い
と
は
い
う
もの
の
決し
て
楽
観で
き
な
い 。
さ
ら
に 、
方

言
学
者に
よ
り 、
周
到な
計
画や
準
備の
もと
に
編さ
ん
さ
れ
た
もの
は
き
わ

め
て
数
少な
い 。
既
述の
『
山
形
県
方
言
辞
典』
は
その
数
少な
い一
つ
で
あ

る 。
が 、
と
れ
につ
い
て
は
乙
れ
以
上ふ
れ
な
い 。
鎌
田
広
夫
氏の
「
函
館
住

吉
町
浜乙
と
ば
調
査
報
告
制」
(
人

文

論
究
初

八

北
海
道
教

育

大
V
)

は
前
号

に
続
く
もの 。
分
類
別 、
カ
タ
カ
ナ
表記 、
共
通
語の
説
明が
あ
る 。
分
類
項

目
内
は
五
十
音
順 、
ハ
行
以
下が
収
録さ
れ
て
い
る 。
鳴
海
助一
氏の
『
続
津

軽の
乙
と
ば8・
9-
m』
(
続
津
軽の
乙と
ば
刊
行
会)
も
ま
た
前
巻
に
続

く
もの 。
情
熱と
努
力に
敬
意を
表す
る 。
阪
本
英一
氏の
『
安
中の
方
言』

(
謄
写
刷
り 、
昭江町・
6)
は
語
数
三
千二
百 、
か
な
書き 、
分
類
別 、
項
目

内
は
五
十
音順 、
共
通
語
K
よ
る
解
釈
説
明と
用
例が
あ
る 。
索
引
もつ
い
て

い
る 。
同
氏
に
は
『
名
久
田
の
方
言』
(謄
写
刷
り 、
昭必・
3)
も
あ
る 。

群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
名
久
間の
分
類
別
方
言
集で 、
約七
百語
が
載っ
て

い
る 。
伊
崎
吉
兵
衛
氏の
『
戸
畑
の
方
言
余
話』
(
自
家
版 、
昭
日目・
7)
は

問
題
に
な
る
特
徴の
語
約二
百を
類
に
よっ
て
解
説し
た
もの
で
あ
る 。
佐々

木
隆
次
氏の
『
擬
声語・
擬
態
語
語
奨
集
|1旧青森市方言上・

下』(
謄
写
刷
り 、

昭
必・ロ

、
昭必・
5)
は
語
葉
集だ
けで
は
な
く 、
形
態一
覧
図と
造
語
法 、

下
位
付
属
語 、
音
節
数
に
よ
る
分
類な
ど
も
述べ
ら
れ
て
い
る 。
全
国の
各
地

で
は
どの
よ
うな

違い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か 。
興
味
深い 。
更
科
公
護
氏の



告す
μ 

「
動
物の
方
言
|1茨城町の方言
||」

(
茨
城の
民
俗印)
は
動
物
名の
方
言を
人

間
生
活と
の
関
連を
重
視し
て
解
説
し
た
も
の 。
同
号に
は
石
馬賢
洲
氏の

「
鹿
島
郡
大
野
地
方の
方
言
ω」
も
あ
る 。
連
載
もの
で 、
数
十語
につ
い
て

共
通
語
訳
が
あ
る 。
恵
原義
援
氏の
「
奄
美
方
言・
動
物
名
ll名瀬市根瀬部に

おける詩集」(奄
美
郷
土
研
究
会
報ロ)
は
奄
美
に
棲
息
し
て
い
て
方
言
名の

あ
る
動
物
につ
い
て 、
そ
の
方
言
名の
由
来な
ど
を
略
記し
た
もの
で 、
人
間

との
関
係が
問
題
に
さ
れ
る 。
中
平
解
氏の
「
言
葉の
教
室槌
ln

信
州
下

伊
那
郡
大
鹿
村
大
河
原
方
言
抄
||植物の巻
|1」

(民
間
伝
承二
八
八
|二

九

一ニ)
は
植
物の
方
言
名を
紹
介しつ
つ 、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
まの
生
活
習
慣な

ど
を
述べ
た 。
乙
れ
ら
を
通
じ
て
動
植
物
な
ど
の
方
言
名が
かつ
て
の
人
間生

活
との
関
連の
中で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
さ
まが
感
じ
ら
れ
る 。
ほ
か
に
漁
村

語
集を
取
り
扱っ
た
もの
で
は 、
高
木
重
吉
氏の
つ
漁
村語
奨
考H
11津久見

市西浦西泊」
(
国
語の
研
究5)
は
分
類
別
で
あ
る
が
採
録語
は
数
十に
過
ぎ

な
い 。
一
方 、
山
口
幸
洋・
吉
原
けい
子
両
氏の
「
新
居の
浜乙
と
ば
||漁業

経象の世界をさぐる
||」

(文
芸
あ
らい
創
刊
号)
は
分
類
別で
意
味
用
法が

述べ
ら
れ
て
お
り 、
風の
関
係
だ
けで
も
三
十語
あ
ま
り
あ
り 、
漁
業語
奨の

特
徴が
よ
く
表わ
れ
て
い
る 。
さ
ら
に一
層
詳
細な
漁
業
語
奨の
採
集
も
可
能

で
あ
る
と
思
うが
ど
うで
あ
ろ
う
か 。

広
島
大
学
方
言
研
究
会
会
報日-
m
に
各
地の
性
向
語
集の
特
集が
あ
る乙

と
は
すで
に
述べ
た 。

和
田
実
氏の
「
三
木の
言
語」
(
三
木
市
史 、
昭
必・
日)
お
よ
び
小
野
市

誌
編
集
会の
『
小
野
市
誌』
(
小
野
市
役
所 、
昭μH
・

辺 、
刊
行で
あ
る
が乙

と
で
採
り
上
げ
る)
に
は
『日
本
言
語
地
図』
の
調
査
項
目と
同一
の
語
句を

見
出し
にし
て
解
説が
あ
る 。
つ
ま
り 、
乙
れ
に
よっ
て
『
日
本
言
語
地
図』

の
地
点
数が
増し
た
の
と
同
じ
効
果を
持っ
た 。

方

大
滝
勝
人
氏の
遺
稿
「
八
幡
村の
方
言
採
集」
(
高
志
路
|新

潟
県の
郷
土

と
民
俗ニ
ニ
ニ
は
千二
百
語
ば
か
りの
五
十
音
順
方
言
集で
あ
る 。
共
通
語

訳の
ほ
か
に 、
図
解や
解
説が
あ
り 、
民
俗
語
設が
多い 。
柄、沢
衛
編の
『
出

雲
崎
方
言
集』
(
自
家
版 、
昭必・
8)
は
高
校
生の
内
省
に
よ
る
記
述を
も

と
に
し
た
もの
で 、
六
百語
ば
か
りの
語
繋
集で
や
は
り五
十
音
順。
前
沢
辰

雄
氏の
『
高
崎の
方
言』
(
自
家
版 、
昭川町・
9)
も
約
千
五
百
語ば
か
りの

方
言
集で
あ
る 。
紅
林
太
郎
氏
の
『
消
え
ゆ
く

方
言
|1m

語地方の場合
||』

(
自
家
版 、
昭
KW・
夏)
は
文
庫版
四
十ペ
ージ

の
小
冊
子で
特
徴
的な
方
言

が
採
録
さ
れ
て
い
る 。
富
田
大
同
氏の「
兵
障
県
小
野
市
方
言
稿
ω・
ω・
ω」

(
明
石工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
8-
m-
江)
は
五
十
音
順で 、
「ガ
イ

タロ
||へ

(ヲ)
カマ
ス」
まで
を
収
録レ
た 。
ア
クセ
ン
ト

記
号
あ
り 、

写
真
入
り 、
用
例
も
多
く 、
解説
もよ
い 。

外
山正
恭
氏の
『
方
言
資
料に
み
る
出
雲
崎
方
言』
(
資
料1
出
雲
崎の
方

言
昭必・
1)
は
『
北
越
史
料』
な
ど
の
過
去の
文
献
四
点よ
り
採
集し
た

六
四五
語を
五
十
音
順
に
し
た
も
の 。
同
氏
の
『
三
島
郡
誌に
み
る
方
言』

(
資
料2
出
雲
崎の
方
言
昭
必・
1)
は 、
近
藤
勘
次
郎
著
『三
島
郡
誌』

よ
り
採
集し
た
約
千語の
方
言を
五
十
音順に
整
理し
た
もの 。
天
野
俊
也
氏

に
紹
介さ
れた
「
大
野
郡
教
員
会
勝
山
部
会
方
言
調
査
記
録」(福
井
県
立
勝

山
高
等
学
校
研
究
紀
要7)
は
戦
前
の
調
査
記
録の一
部を
複
製し
た
もの

で 、
二
千語
ば
か
りが
収
録
さ
れ
て
い
る 。
手島
範
司・
景
山朋
両
氏の
『さ

か
い
乙
と
ば』
(ト
キ
ワ
カ
メ
ラ
八
大
阪V
昭必-
m)
は
約
五
十
年
前の
鳥

取
県
境
町
(
現
境
港
市)
の
と
と
ばを
集
録し
た
もの 。

せっ
か
く
苦
心
し
て
採
集し
た
方
言
集で
も 、
人
自
に
ふ
れ
ず
にい
る
もの

も
あ
る 。
小
嶋
政一
郎
氏の
『
延
岡の
と
と
ば』
(
延
岡
市
光
輪
会 、
昭HH­

u 、
刊
行で
あ
る
がと
と
で
採
り
上
げ
る)
は
水
準の
か
な
り
高い
方
言
集で
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あ
る
が 、
あ
ま
り
知ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ 。
遠
藤
輝
之
助
氏の
『
泉
崎乙
と

ば
集』
(カ
ー

ボン
複
写)
も 、
も
う
数
年に
な
る
が
出
版の
見と
お
し
は
ま
だ

な
い
と
い
う 。
同
様な
もの
に 、
栗
和
田
和
夫
氏
編の
『
角間
市を
中心
と
す

る
宮
城
県
南
地
方の
方
言』
(カ
ー

ボン
複
写 、
昭必-
9)
が
あ
る 。
八
千
百

語
余 、
か
な
書
き 、
図
解
あ
り 、
五
十
音順。
基
福
定
氏の
『
奄
美
徳
之
島
伊

仙
町
方
言
集』
(
自
筆
草
稿 、
昭6・
9)
は
約二
千
語の
五
十
音
順。
た
だ

し 、
「
奄
美
郷
土
研
究
会
報」に
連
載
中。
三
井
喜
禎
氏の
『
奄
美
喜
界
島
塩

道
言
葉』
(
自
筆
草
稿 、
昭
必・
初
夏)
約
四
千
語 、
か
た
か
な
書
き 、
五
十
音

順。
(
以
上
い
ず
れ
も
国
立
国
語
研
究
所
蔵
に
よ
る)

と
と
ろで 、
新
聞な
ど
に
連
載し
た
もの
を
後に
まと
めて
方
言
集の
形
に

し
た
もの
も
あ
る

(
も
ち

ろ
ん
、

場

合

に
よ
っ
て
は
そ

の
地

域

方
言
の
概

観

舎

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
)
。

志
津
田
藤
四
郎
氏
の

『
佐
賀
の

方
言

上

体
言
編』
『
問
中
述
語
編』
(佐
賀
新
聞
社 、
昭
6・
3 、
昭必・
2)
は

方
言
集
に
近
い
と
い
え
る
が 、
解
説
は
主
観が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る 。
大
田

栄
太
郎
氏の
『
越
中の
方
言』
(北
日
本
新
聞
社 、
昭
MW・
9)
は
さ
す
が
に

豊
富な
体
験の
もと
に 、
民
俗
的
世
界
に
ふ
れ
た
解
説が
あ
る 。
田
中心一
氏

の
『
消
え
ゆ
く

方一宮
T|柏崎およびその周辺
11』

(
柏
崎週
報
社 、
昭代目・
9)

や
新
井
佐
次
郎
氏の
『
秩
父
の
方
言』
(エ
ス
プ
リの
会 、
昭
日目・
日)
も
同

じ
傾
向の
もの
で
あ
る 。

〔
付
記〕

か
な
り
紙
数
を
超
過
し
た
の
で
、
と

れ
で
鋼
筆
す
る
。

突
然
健
康

を
害
し
、

予
定
し
た
行
動
も
不
可
能
と
な
っ
た
。

不
本
意
な
が
ら
ζ
れ
以
上
の

無
理
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
。

誤
解
・

読
み
の
浅
さ
お
よ
び
不
均
衡
さ
に
理
費
さ

れ
る
向
き
も
多
か
ろ
う
と
思
う
。

著
書
・

論
文
の
名
称
は
知
り
得
て
も、

つ
い

に
未
見
の
も
の
も
あ
っ

た
。

御
寛
容
あ
ら
ん
と
と
を
。

ま
た
、

国
立
国
語
研
究

所
に
御
寄
贈
下
さ
れ
る
よ
う
10

な
お
、

敬
称
は
す
べ
て
、

氏
に
統
一

し
た
。

平
に
御
容
赦
を
。
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